
十
月
十
七
日
か
ら
二
十

日
ま
で
、
松
井
積
丹
町
長

を
団
長
と
す
る
総
勢
七
人

の
訪
問
団
が
来
市
、
第
二

十
七
回
刃
物
祭
り
に
参
加
。

出
店
の
北
海
物
産
市
場

で
、
市
民
と
の
交
流
が
行

わ
れ
た
。
歓
迎
会
に
は
今

年
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

ー
ラ
ン
祭
り
に
派
遣
さ
れ

た
踊
り
子
な
ど
六
十
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。

翌
十
八
日
に
は
積
丹
町

立
余
別
小
学
校
と
縁
の
あ

る
土
佐
山
田
平
山
地
区
で

交
流
会
が
開
か
れ
、
地
域

住
民
ら
と
旧
交
を
温
め
た
。

十
一
月
九
日
、
物
部
川

河
川
敷
に
お
い
て
「
物
部

川
　
川
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
た
。
い
ざ
な
ぎ
流
神
事

執
行
の
あ
と
、
い
ざ
な
ぎ

流
の
御
幣
切
り
教
室
や
紙

実
施
設
計
で
は
、
各
課

の
机
や
事
務
機
器
の
配
置

等
も
決
ま
り
、
構
造
計
算

や
電
気
設
備
設
計
の
進
捗

率
が
上
が
っ
て
き
た
。
Ｉ

Ｔ
設
計
で
は
議
会
中
継
シ

ス
テ
ム
の
概
要
設
計
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
た
。

実
施
設
計
の
基
礎
デ
ー

タ
収
集
の
た
め
、
九
月
下

旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け

て
免
震
構
造
用
の
地
質
調

査
及
び
音
波
測
定
を
行
っ

た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
は
地
下

五
十
七
　
ま
で
行
っ
た
が
、

五
十
　
過
ぎ
で
堅
固
な
支

十
月
七
日
、
第
百
十
四

回
高
知
県
市
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
二
十
七
の
議
案

が
提
出
、
採
択
さ
れ
た
。

本
市
か
ら
は
、「
地
方
分
権

と
権
限
委
譲
に
つ
い
て
」

「
高
知
県
森
の
腕
た
ち
育
成

事
業
に
つ
い
て
」「
学
校
施

設
の
耐
震
化
推
進
に
関
す

る
財
政
的
支
援
等
に
つ
い

て
」
の
三
議
案
を
提
案
し

た
。十

月
十
五
日
に
は
、
徳

島
県
で
、
第
百
二
十
五
回

四
国
市
長
会
議
が
開
催
さ

れ
「
地
方
行
財
政
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
」「
福
祉
行

政
等
の
充
実
強
化
に
つ
い

て
」「
保
健
・
医
療
行
政
の

充
実
強
化
に
つ
い
て
」「
山

村
・
過
疎
地
域
の
振
興
に

つ
い
て
」「
都
市
基
盤
整
備

の
充
実
強
化
及
び
防
災
・

災
害
対
策
に
つ
い
て
」
の

五
議
案
が
提
出
、
採
択
さ

れ
た
。

持
地
盤
に
ま
で
到
達
し
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
調
査

員
に
よ
る
と
、
新
庁
舎
敷

地
及
び
周
辺
は
大
変
地
盤

が
固
く
、
免
震
構
造
に
適

し
た
地
盤
と
の
こ
と
。

ま
た
、
新
庁
舎
で
は
香

美
市
木
材
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
ス
ギ
材

は
物
部
町
の
市
有
林
か
ら

ヒ
ノ
キ
材
は
香
北
町
の
市

有
林
か
ら
調
達
す
る
方
針

だ
。
伐
採
は
冬
季
が
適
し

て
い
る
こ
と
か
ら
今
議
会

に
伐
採
の
経
費
を
計
上
し

て
い
る
。
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す
き
、
環
境
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
、
鹿
肉
や
鮎
な

ど
の
試
食
や
販
売
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

十
一
月
十
三
日
、
中
央

公
民
館
で
住
民
と
尾
　
知

事
に
よ
る
「
対
話
と
実
行
」

座
談
会
が
開
か
れ
た
。
座

談
会
は
参
加
者
十
一
人
と

傍
聴
者
百
十
人
で
行
わ
れ
、

知
事
か
ら
県
政
方
針
等
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
農
業
、

林
業
、
教
育
、
福
祉
、
地

域
づ
く
り
等
に
つ
い
て
参
加

者
か
ら
多
様
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
傍
聴
者

か
ら
も
意
見
が
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
知
事
か
ら
丁
寧

な
説
明
や
回
答
が
さ
れ
た
。

多
重
債
務
問
題
が
深
刻

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

申
請
を
行
い
、
事
業
期
間

は
平
成
二
十
四
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

都
市
計
画
道
路
高
知
山

田
線
（
通
称
あ
け
ぼ
の
街

道
）
は
平
成
二
十
一
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
事
業
を

進
め
て
い
た
が
、
楠
目
地

域
で
の
立
体
交
差
部
に
つ

い
て
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
遅

れ
、
完
成
年
度
が
二
十
三

年
度
に
な
る
。
県
は
国
土

交
通
省
に
事
業
認
可
変
更

辺
地
事
業
で
取
り
組
ん

で
い
る
市
道
後
入
線
は
七

五
％
、
有
谷
線
は
九
〇
％
、

谷
相
線
は
五
〇
％
の
進
捗

状
況
で
、
過
疎
事
業
の
市

道
・
大
平
線
は
進
捗
率
が

八
〇
％
と
な
り
、
猪
野
々

西
線
の
用
地
測
量
委
託
業

務
に
つ
い
て
も
順
調
に
進

ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
年

内
に
完
成
の
予
定
だ
。

昨
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

協
定
を
締
結
し
た
（
株
）

ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
と

の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業

を
開
催
し
た
。
高
知
工
科

大
学
と
の
協
働
の
森
づ
く

り
事
業
は
、
雨
天
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
が
、
今
後

も
引
き
続
き
植
栽
や
間
伐

な
ど
の
森
林
整
備
を
進
め
、

物
部
川
の
濁
水
や
渇
水
な

ど
の
環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

き
）
と
土
佐
の
仏
像
」
展

が
、
県
内
九
つ
の
寺
の
協

力
を
得
て
重
要
文
化
財
六

体
を
含
む
二
十
五
体
の
仏

像
と
写
真
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し
た
。

三
十
八
日
間
の
会
期
中
一

万
三
千
八
百
二
十
四
人
の

来
館
者
が
あ
り
、
一
回
の

企
画
展
と
し
て
は
過
去
最

高
の
動
員
数
と
な
っ
た
。

本
展
は
特
に
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
く
、
県
内
の
み
な
ら

ず
、
本
州
か
ら
の
来
場
も

多
く
あ
っ
た
。

「
古
仏
と
の
対
話
―
井
上

芳
明
（
い
の
う
え
よ
し
あ

有
害
鳥
獣
捕
獲
は
七
月

か
ら
十
月
に
か
け
て
予
察

捕
獲
を
行
い
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
五
百
四
十
八
頭
を
捕
獲

し
、
十
一
月
ま
で
の
累
計

捕
獲
数
は
千
二
十
八
頭
と

な
っ
た
。
平
成
二
十
年
度

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

金
額
は
千
五
百
七
十
五
万

円
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

国
指
定
剣
山
山
系
鳥
獣

保
護
区
が
期
限
切
れ
を
迎

え
る
が
、
環
境
省
よ
り
期

限
の
更
新
と
区
域
の
拡
大

案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
有

害
鳥
獣
捕
獲
を
進
め
て
い

く
上
で
大
き
な
障
壁
に
な

る
と
考
え
ら
れ
、
各
関
係

機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
市
と
し
て
の
考
え
を
醸

成
し
て
い
く
。

平
成
二
十
一
年
開
園
予

定
の
「
な
か
よ
し
保
育
園
」

の
建
設
工
事
は
工
期
を
二

十
一
年
二
月
末
と
予
定
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
基

礎
工
事
が
終
了
し
、
園
舎

の
建
築
に
取
り
掛
か
っ
て

お
り
、
約
四
〇
％
の
進
捗

率
と
な
っ
て
い
る
。
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る
こ
と
か
ら
十
一
月
二
十

六
日
に
香
美
市
消
費
者
生

活
講
座
を
行
っ
た
。
高
知

弁
護
士
会
の
大
塚
弁
護
士

に
よ
る
「
身
近
に
起
こ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
被

害
の
現
状
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
っ
た
。

本
年
四
月
か
ら
多
重
債

務
の
相
談
窓
口
が
市
町
村

に
設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で

に
九
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

来
年
三
月
十
四
日
に
は
、

高
知
弁
護
士
会
お
よ
び
司

法
書
士
会
に
よ
る
無
料
相

談
会
を
プ
ラ
ザ
八
王
子
で

実
施
す
る
。


